
１．マオリ語の動詞句

すでに動詞句については今まで述べてきた
が、その場所が明らかである場合とそうでな
い場合を考えてみる。次の例は決まり文句を
示す動詞句の場合である。

Kuahaereatuia.

Hehasgoneaway.

Kuahaerekeeatuia

Hehasalreadygoneaway.

Kuahaerekeeaturaia.

Hehasalreadygoneawaythere.

あらゆる結びつきの可能性が上のそれぞれ
の表現で解るが、それらは動詞句の周辺に置
かれる。しかし、特に気をつけねばならない
ことは其の品詞の順番が決まっていることで
ある。また、決まっている品詞が最初にく
る。それから、方向を示す品詞、そして場所
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を示す品詞と続く。動詞が動詞として普通使
用されない三つの違った状況がある。それぞ
れの句は準動詞として明確に示されている。
また、普遍的な二つの母音は動詞のeにいや
おうなしに用いられ、抑揚は命令的である。
例えば、

Etuu! stand!

Enoho!sit!

Ekai! eat!

しかしながら、基は二つ以上の母音を含む
か、その句の単数形をとる。そしてその動詞
は除かれる。しかし、其の句の動詞は命令的
な抑揚でいやおうなしに使われる。

Haere!go!,takoto!liedown!,whakarongo

mail!,listen!,nekeatu!moveover!

普遍的にanaを含む句、普遍的に何も示さ
れていない句は動詞句と見なされている。こ
の使用は過去時制において状況の描写をおこ
なう。

Kau atu ana raatou kiuta.

Theyswamawaytoshore.

aiを含む句は、現在は動詞としては無いか
もしれないが、動詞的すなわち準動詞として
記されている。そのような句は常に動作や状
況を示す文の従属的要素を形成し、結果的に
基の状況となる。

Keikoneipeataauamateai.

Hereperhaps,wetwoshalldie.

Haeremaikikonei,nohoai.

Comehereandsitdown.

２．行為者の強調

動詞から派生した文で、行為者を強調する
必要があるとき、不変化詞koによって導か
れ、文章の最初に置かれる。あるいは所有格
の一つna,no,maによって導かれるかも知れ
ない。それらは、きわだったactorといわれ
ている。又、不変化詞のma,eとも焦点のな
かで未来形をつくる。

Maanaetiihoretehipi.

Hewillskinthesheep.

Mawaiehaere?MaPitaehaere.

Whowillgo?Peter.

この組み立てのなかで、行為者は文章の中
心的要素である。実際に行為するのがテーマ
となる。そのテーマは動詞が先行するかも知
れない。
分詞naと動詞のiは共に行為者が中心であ

るとき過去時制の形を作る。例えば、

Naakuipupuriteenaatangata.

Idetainedthatman.

Naanaitiihoretehipi.

Heskinnedthesheep.

前の組み立てのように、主語が述部へと移
動している。

Naakuteenaatangataipupuri.Naanate

hipiitiihore.

次に、不変化詞のnoとeとanaを含む時制
は初期のマオリ語の資料からは証明されてい
ないが、当時語られていたことは明白であ
る。そしてそれは従属節のみに置かれる。
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Noonaetiihoreanaitetia,kapakuute

puuaMotu.

WhilehewasskinningthedeerMotu’s

gunwentoff.

Noonaeunahianaingaikakatiimataki

teua.

Whilehewasscalingthefishitbeganto

rain.

Noonaewhakakiianaitanaketekakitea

etetangata.

Whilehewasfillinghiskithewas

discovered.

この組み立てに注目すべき二つのポイント
がある。まず、文の中に従属節を形成する。
二番目に、強調されている未来・過去の動

作と違い連続的に強調される動詞句の目的は
iにより取り入れられる。

Mawaiemoetewahine,maangerekite

whatupueru?KoTongarirotekaikiTaua

kirie-e!

Whowillmaryawomanlazyatweaving

garments?ThecoldofTongarirowillfeed

onhisskin.

Mawaiemoetetaanemaangerekite

mahikai?Heraatekaikitauakirie-e.

Whowillmarryamanlazyinfoodproduc-

tion?Thesunonherskinwouldbeher

food.

３．名詞相当語句の否定変換

あらゆる冠詞、定冠詞ko,na,no,で始める
句はehara...i..te/aの否定的な決まり文句に
よって否定される。この決まり文句は明確か
否か又、単数か複数かの区別は無い。

さらに、naとnoとの区別も無い。しかし、
これらの場合、もとは特別な複数形をとり、
これは否定で残されている。

Hetamarikiraatou.Theyarechildren.

Ehararaatouitetamariki.Theyarenot

children.

Hekiwiteeraamanu.Thatbirdisakiwi.

Eharateeraamanuitekiwi.Thatbirdis

notakiwi.

Noterangatirateeraakurii.Thathouseis

thechief’s.

Eharateeraawhareiterangatira.That

houseisnotthechief’s.

更に例を挙げる。

Hewaahineeenei?Eharaeenaaite

waahine.

Arethesewomen?Thosearenotwomen.

Hewahineteenei?Eharateenaaite

wahine.

Isthisawoman?Thatisnotawoman.

Kei又、iで始める句では、否定的なkaa-
horeによって否定文とされる。

Ikoneitetangata.Themanwashere.

Kaahoretetangataikonei.Themanwas

nothere.

KeiaPitatakutoki.Pitahasmyaxe.

KaahoretakutokiiaPita.Pitadoesnot

havemyaxe.

IaPitatakutoki.Pitahadmyaxe.

KaahoretakutokiiaPita.Pitadidnot

横瀬弘幸：ニュージーランド英語におけるマオリ語（Ⅲ）

―３７―



havemyaxe.

Keingawharengamanuhiri.Theguests

areatthehouses.

Kaahorengamanuhiriingawhare.The

guestsarenotatthehouses.

動詞句としてみられているkaahoreとehara
は注目に値する。実際に、誤りである意味の
haraと何も無い意味のhoreは言語としてど
こかで使われている準動詞である。この見地
からして、eharaaHataiterangatiaのような
文章は準動詞の構造を持つと考えられる。例
えば、eharaを述語、aHataは主語でIteran-
gatiraはその文の注釈をする。文字通り、そ
の意味は、ItiswrongthatHataisthechiefor
Hataisnotthechief.の意味である。同じよう
に、kaahoretakutokiiaPitaの文は述語を持
つ準動詞kahore,主部takutoki,注釈のiapit
としてみられている。
また、行為者による強調文は強調された構

文の部分を含むna,no,ma,mo等のどの句も
eharaによって否定される。naまたはnoで始
まる二つの可能な形は許される。ehara
ma/mo/na/noは新しい導入であり、eharaより
現在では聞かれる。

Naaku.Mine.

Eharanaaku.Notmine.

NoHine.Hine’s

EharanoHine.NotHine’s.

Maraatou.Forthem.

Eharamaraatou.Notforthem.

更に例をいくつか挙げてみる。

EharanoHamutanatetangatara.

ThatmanisnotfromHamilton.

Eharamaanangakainei.

Thisfoodisnotforhim.

EharamaHataekarakiangakai.

ItisnotforHatatosaygrace.

Eharamookuteeneiwharetinopai.

Thisveryfinehouseisnotforme.

Maraatouehaeretehaere;eharama

maatou.

Itisforthemtomanageit;itisnotforus.

４．時を示すイデオム

時を示す方法は次のような表現で、むしろ
決まり文句と云えよう。

Heahatetaaima?

Whatisthetime?

Onokarakatetaaima.

Itissixo’clock.

Koatapaahiiteonokarakatetaaima.

Itisaquarterpastsix.

Haawhepaahiiteonokarakatetaaima.

Itishalfpastsix.

Ruatekaumaarimamenetikitewhitu

karakatetaaima.

Itistwenty-fivetoseven.

次に、過去・未来形についてみる。前置詞
iと限定的な先行が無いのは過去時制を表す。

Iteataotauaraa.

Onthemorningofthatday.
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NoteahiahianookahaereaWhakatau.

Whakatauwentthatsameevening.

NotookutaengakiWaihiikakiteauiaTe

Taaite.

WhenIreachedWaihiiIsawTeTaaite.

Inaとnonaは過去を示す句を作るため基
となるものと複合化する。

Iheakoeinapoo?Itekaainga.

Wherewereyoulastnight?Athome.

NonaheakoeItaemaiai?Nonanahinei.

Whendidyouarrive?Yesterday.

必ず前に置かれる冠詞aaは未来形をつく
る。

Aaheakoehokiai?Aapoopoo.

Whenareyoureturning?Tomorrow.

Aateahiahikatiimatatekanikani.

Thedancewillbeginintheevening.

次に、時を示す慣用表現を挙げる。

Iteata-pootonukataemaiaTeTomo.(I

teata-poo=beforedawn)

TeTomoarrivedbeforedawn.

IteatatuukahaeremaatoukiTeWairoa.

(Iteatatuu=aftersunrise)

AftersunriseweleftforTWairoa.

IteeraawaakahaereaHaumoekiKai-

para.(Iteeraawaa=atthattime)

AtthattimeHaumoewenttoKaipara.

５．派生語としての名詞

派生語の名詞は接尾に次の語をつける。
-nga,-anga,-hanga,-kanga,-manga,-ranga-

tanga,-whanga.名詞交互で接尾語を派生 する
ことが特別な普遍的なものによって選ばれる
と予言するのは可能ではない。しかし、注目
に値することは名詞の派生語としての交互の
接尾語と受身的接尾語は同じ基準で選ばれて
いる。

普遍的 由来による名詞 受動的普遍的
mahi mahinga mahia

inu inumanga inumia

tangi tangihanga tangihia

noho nohoanga nohoia

受動的接尾語は、名詞に派生する接尾語に
aを伴い-ngaとなり、また、-iaを伴う場合
-angaとなる。全て他の場合においても受動
接尾語の語頭文字の一致は派生する名詞の接
尾語のそれと同じものになる。そして、派生
した名詞は次の二つに基本的な意味を持つ。

１．派生した名詞は環境や状況、動作や、状
態の時間が基本的な意味によって表され
る。Moeはtosleepやtomarryを示す。
派生した名詞moengaは眠っている場合
や結婚していることの意味をなす。rapu
は探すことを意味し、同じようにra-
pungaは探す場合を意味する。mahinga
は仕事をする場合、すること事態を意味
する。状態を表すmutuは終わったこと
を意味する。mutungaは終わる場合や、
終わりを示す。

２．自然の物体や場所について云う一般的な
ものから派生した名詞は基本的な基盤に
おいて表現された動作や状態と関係す
る。moengaはbedも意味し、mahingaは
庭や栽培することを意味する。
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又、名詞の派生した接尾辞は次のようにハ
イフンでつなぎ、語として用いられている。

IrirongawhenuaMaaoriheinoho-anga

motePaakehaa.

ThemaorilandsbecamePakeha

settlements.

Keiwheatomoe-ngaaKae?

WhereisKae’ssleepingplace?

Itakutamariki-tanga.

Inmychildhood.

他動詞から普遍的に派生した名詞はそれが
受動的、能動的に派生されたかにより、主要

かあるいはその次に取り扱われる。コメント
を伝えるiと受動的なeの例を挙げる。

Taakupatungaitepoaka.

Mykillingthepig.
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